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令和4年度から、学業に限らず、スポーツや文化芸術に卓越した成果を挙げ、将来の活躍が期待できる大学生を給付の対象
としました。また、グローバルに活躍する人材を育成するため、海外の大学または大学院に留学する学生も対象とします。

給 付 額

募集期間

【国内】月額2万5千円
【海外】
・学位取得のための2年以上の留学
…年額170万円以内※留学先の国などで異なる

・単位取得のための1年以上の留学
…20万円（1回限り）

8月1日㈪～8月31日㈬

市ホームページ▶

■教育総務課（内線363）
∞MURA ミライno奨学金（給付型奨学金）…学業、スポーツ、文化芸術
お お む ら み ら い の

【国内】大学生
【海外】大学生または大学院生

・高校等を卒業する月の初日まで1年間以上引き
続き市内に住所を有する人で、同日以後引き続
き市内に住所を有すること、または本人と生計
を一にする人が市内に住所を有すること
・学業、スポーツまたは文化芸術の分野における
成績が特に優秀であること

・経済的理由により就学が困難であること
・申請する年度に30歳未満であること
・同一生計内に市税の滞納者がいないこと
※本市の貸与型奨学金との併給はできません。
※そのほか要件があります。詳細はお問い合わせ
ください。

対 象

要 件

■教育委員会（内線364）

■　子どもたちにとって
・学校だけでは実現できない、豊かで多様な体験や学びが充実します。
・地域の担い手としての自覚が高まります。
＜導入校の子どもの声＞
世代を超えて話ができるようになりました。登下校時のふれ
あいが楽しみです。

■　保護者にとって
・地域の中で子どもたちが育てられているという安心感があります。
・学校や地域に対する理解が深まります。
＜導入校の保護者の声＞
学校の様子を子どもが話すようになりました。地域の皆さん
との関わりが楽しいようです。

■　地域の皆さんにとって
・学校を通して多くの人と交流できます。
・地域の活性化につながります。
＜導入校の地域の皆さんの声＞
子どもたちとふれあう機会を得て、自分たちも元気がもらえ
ました。

■　教職員にとって
・地域の皆さんの協力により、教育活動が充実するとともに、
子どもと向き合う時間の確保につながります。
＜導入校の教職員の声＞
地域の皆さんの理解や協力を得たいとき、すぐに相談がで
きて心強いです。

人を育むまち「しあわせ実感都市大村（第5次大村市総合計画）」の実現に向けて

令和4年度

　〃  5年度

　〃  6年度

4カ所

5カ所

6カ所

令和6年4月までに、市内小・中学校6校（6カ所）において、コミュニティ・
スクールへの移行を目指します。
⇒将来的には、全ての市立小・中学校をコミュニティ・スクールへ移行
※現在導入校：三城小、松原小、玖島中、西大村中

コミュニティ・スクールとは「学校運営協議会を設置している学校」のことです。学校運営協議会
を設置することで、これまで以上に、保護者や地域の皆さんの意見が反映された学校運営が行
われます。

学校運営協議会って何？
校長の学校運営方針を承認したり、教育活動について意見を述べたりすることを通じて、学校
のさまざまな課題解決に参画していく仕組みです。協議会の委員（15人以内）は、教職員、保護
者、地域の皆さん、地域団体の皆さんなどです。

導入する理由って何？
学校と保護者や地域の皆さんが共通の目標を持ち、みんなで知恵を出し合いながら地域ぐる
みで子どもたちの成長を支える環境を充実させることで、人を育むまち「しあわせ実感都市大
村」の実現を目指すためです。

詳しくは、募集要項をご確認ください。
募集要項は市ホームページからダウンロードできるほか、
教育委員会でも配布しています。
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